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ごあいさつ
平素より本会運営にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、前号の広報でも少しふれましたが、和歌山県歯科衛生士会は、令和６年で創立５０周年を迎えます。本会が無事５０周年を迎えられた

のは、支えてくださった諸先輩方や関係各位の皆様のご尽力であり、心より敬意と感謝を申し上げます。

ここから私の話になりますが、平成８年卒業後すぐ歯科衛生士会に入会させていただきました。有病者の歯科治療に興味があり、入会後す

ぐに和歌山県障害児（者）・高齢者歯科口腔保健センターの出務に登録しました。研修会や人形劇団活動、公衆衛生活動やバンク事業に

も参加させていただきながら、今も先輩方から学ぶことが続いています。そして、平成１０年から理事として、和歌山県障害児（者）・高齢者

歯科口腔保健センターセンターや学術を担当して以降、現在まで約２５年間、本会歴史の約半分を理事としても経験させていただいており

ます（笑）令和６年９月１日には、記念講演・記念式典・祝賀会を「ダイワロイネットホテル和歌山」で開催します。本年は和歌山県歯科衛生

士会にとって、特別な年になります。

この特別な年を皆様と迎えられることを楽しみに、準備を進めておりますので、ご予定いただき、是非ご出席いただけますようお願い申し上

げます♪ 会長 山下 千穂

3/11（月）～3/14（木）に安否確認テストを実施します
2011年に発災した東日本大震災から今年で13年になります。

今年の1/1には能登半島でマグニチュード7.6の大地震が発生しました。大災害はいつどこで起こるかわからない。

そのことをあらためて強く感じました。私たちは、震災の教訓を忘れることなく、平時の備えに努めていかなければな

りません。

本会としては、災害時安否確認システムを確立したいと考えています。今年から安否確認を「Googleアンケート」に

より実施させていただきます。

3/11に「和歌山県歯科衛生士会LINEグループ」または「個人メール」に安否確認用のURLをお知らせします。

※LINE・メール登録されていない会員様には今回連絡はいたしません。

URLをタップ又はクリックいただくことでアンケートに参加できます。（※写真上）

６つの質問がありますので、ご回答下さい。最後に下記「送信」をタップ又はクリックいただきますと、終了になります。

（※写真下）

実施期間は3/11（月）～3/14（木）の４日間とします。この期間内に１回テストを実施下さい。

ご協力よろしくお願いいたします。

50周年おめでとうございます。

ユーミンも昨年50周年「あの日に帰りたい」とは思いませんが、時の経つのは早いものです。

当時、歯科医師会館は今の築港ではなく、県庁の東側にあり、その２階に歯科衛生士専門学校がありました。１年制で卒業すれば、先輩

後輩の交流が少なくなる環境でした。

そんな時、歯科衛生士会を作ろうと頑張っていたのは岡野さん（現、畠中さん）。今はお会いする機会が無いですが、熱く語っていたなと

記憶しています。コロナ前の学会で久しぶりにお会いした時、変わってなくてびっくりしました。ただ、自分は他を向いていたので協力的で

はなかった。今思えば申し訳なかったです。

それから徐々に、応急診療センター「歯科」、和歌山県障害児（者）高齢者歯科口腔保健センター、僻地診療と活躍の場が増え、現在に

至っています。

懐かしい思い出といえば、小学校への刷掃指導の時、舞台の上で音楽を流しながら「ローリング法」の集団指導をしていたこと。（指導用

のレコードがあったのです）診療所でも固い歯ブラシで「ローリング法」エモいですね。

医療も進化するので、新しい知識は必要です。現在、歯科衛生士会の役員さん達が色々な情報や知識向上の機会を与えてくださり、化

石のような自分はとても勉強になります。

今、人生の中で一番真面目に仕事をしています。今後ともよろしくお願い致します。（北野美恵子）

50年の思い出 北野美恵子さん
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＊準備や当日のお手伝いをしていただける会員さん募集＊

事前の準備や開催当日の参加者誘導案内などをお手伝いいただきます。

ご協力いただける方は、50周年記念誌に関するアンケートへの回答または、本会にメールでご連絡ください！

連絡先Mailアドレス ｗakayama-dha@outlook.jp （3月31日締切）


